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(57)【要約】
【課題】電気掃除機のごみ捨ての回数を減らすためのご
み回収装置を提供する。
【解決手段】ごみ回収装置３は、電気掃除機２の第１集
塵室に溜まっているごみを回収するための装置である。
ごみ回収装置３は、集塵部及び電動送風機５０を備える
。集塵部に、ごみを溜めるための第２集塵室及び第２集
塵室に通じるごみ回収風路４７が形成される。電動送風
機５０は、第２集塵室から吹き出し口４８に通じる排気
風路４９に気流を発生させる。第２集塵室は、電気掃除
機２が集塵部に載せられるとごみ回収風路４７を介して
第１集塵室に通じる。
【選択図】図１５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを回収するためのごみ回収装置であって、
　ごみを溜めるための第２集塵室及び前記第２集塵室に通じるごみ回収風路が形成された
集塵部と、
　前記第２集塵室から吹き出し口に通じる排気風路に気流を発生させる電動送風機と、
を備え、
　前記第２集塵室は、前記電気掃除機が前記集塵部に載せられると前記ごみ回収風路を介
して前記第１集塵室に通じるごみ回収装置。
【請求項２】
　前記ごみ回収風路は、前記集塵部の上面で開口する請求項１に記載のごみ回収装置。
【請求項３】
　前記電気掃除機が前記集塵部に載せられたことを検出する第１検出手段と、
　前記電動送風機を制御する制御手段と、
を更に備え、
　前記制御手段は、前記電気掃除機が前記集塵部に載せられたことが前記第１検出手段に
よって検出されると前記電動送風機を駆動して気流を発生させる請求項１又は請求項２に
記載のごみ回収装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記電動送風機を駆動してから一定時間が経過すると前記電動送風機
を停止させる請求項３に記載のごみ回収装置。
【請求項５】
　前記第１集塵室に溜まっていたごみが前記第２集塵室に回収されたことを検出する第２
検出手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記電動送風機を駆動した後、前記第１集塵室に溜まっていたごみが
前記第２集塵室に回収されたことが前記第２検出手段によって検出されると前記電動送風
機を停止させる請求項３に記載のごみ回収装置。
【請求項６】
　電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを回収するためのごみ回収装置であって、
　ごみを溜めるための第２集塵室が形成された集塵部と、
　前記集塵部に設けられ、前記第２集塵室に通じるごみ回収風路が形成された第１連結部
と、
　前記集塵部に設けられ、前記第２集塵室に通じる戻り風路が形成された第２連結部と、
を備え、
　前記第２集塵室は、前記電気掃除機が前記集塵部に載せられると、前記ごみ回収風路を
介して前記第１集塵室に通じ、前記戻り風路を介して前記電気掃除機の吹き出し口に通じ
るごみ回収装置。
【請求項７】
　前記ごみ回収風路は、前記集塵部より高い位置で開口し、
　前記戻り風路は、前記集塵部より高い位置で、前記ごみ回収風路が開口する方向と同じ
方向を向いて開口する
請求項６に記載のごみ回収装置。
【請求項８】
　前記戻り風路は、前記ごみ回収風路が開口する位置より高い位置で開口する請求項７に
記載のごみ回収装置。
【請求項９】
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることを検出する第３検出手段と、
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることが前記第３検出手段によって検出さ
れると、ごみ捨てを促すための報知を行う報知手段と、
を更に備えた請求項１から請求項８の何れか一項に記載のごみ回収装置。
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【請求項１０】
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることを検出する第３検出手段と、
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることが前記第３検出手段によって検出さ
れると、ごみ捨てを促す報知を行わせるための信号を前記電気掃除機に送信する送信手段
と、
を更に備えた請求項１から請求項８の何れか一項に記載のごみ回収装置。
【請求項１１】
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることを検出する第３検出手段と、
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることが前記第３検出手段によって検出さ
れると、ごみ捨てを促す報知を行わせるための信号を前記電気掃除機以外の既登録の機器
に送信する送信手段と、
を更に備えた請求項１から請求項８の何れか一項に記載のごみ回収装置。
【請求項１２】
　規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることを検出する第３検出手段と、
　前記電動送風機を制御する制御手段と、
を更に備え、
　前記制御手段は、規定量のごみが前記第２集塵室に溜まっていることが前記第３検出手
段によって検出されると、前記電動送風機を駆動しない請求項１又は請求項２に記載のご
み回収装置。
【請求項１３】
　前記集塵部を支持する支持ユニットを更に備え、
　前記電気掃除機は、吸い込み口が形成されたヘッドを備え、
　前記電気掃除機が前記集塵部に載せられると、前記ヘッドが前記支持ユニットの下面よ
り上方に配置される
請求項１から請求項１２の何れか一項に記載のごみ回収装置。
【請求項１４】
　前記電気掃除機に備えられた二次電池を充電するための電源部を更に備え、
　前記電源部は、前記電気掃除機が前記集塵部に載せられると、前記二次電池に電気的に
接続される
請求項１から請求項１３の何れか一項に記載のごみ回収装置。
【請求項１５】
　吸い込み口が形成されたヘッドと、
　前記吸い込み口から吹き出し口に通じる本体風路に気流を発生させる電動送風機と、
　ごみを溜めるための第１集塵室及び前記第１集塵室に通じるごみ回収風路が形成された
集塵部と、
　前記集塵部に設けられ、前記ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、
を備え、
　前記第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収するためのごみ回収装置に前記
集塵部が載せられると前記第１閉塞体が変位し、前記第１集塵室が前記ごみ回収風路を介
して前記第２集塵室に通じる電気掃除機。
【請求項１６】
　前記ごみ回収風路は、前記集塵部の下面で開口する請求項１５に記載の電気掃除機。
【請求項１７】
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられていない時に前記ごみ回収風路を塞ぐ位置に
前記第１閉塞体を保持する保持手段を更に備えた請求項１５又は請求項１６に記載の電気
掃除機。
【請求項１８】
　前記集塵部は、
　第１周壁と、
　前記第１周壁の下端部に接触し、前記第１周壁とによって前記第１集塵室の一部を形成
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する可動底部と、
　前記第１周壁を囲むように配置され、前記第１周壁との間に前記第１集塵室の他の一部
を形成する第２周壁と、
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられると、前記可動底部を前記第１周壁の下端部
から離す離隔手段と、
を備えた請求項１５から請求項１７の何れか一項に記載の電気掃除機。
【請求項１９】
　吸い込み口が形成されたヘッドと、
　前記吸い込み口から吹き出し口に通じる本体風路に気流を発生させる電動送風機と、
　ごみを溜めるための第１集塵室及び前記第１集塵室に通じるごみ回収風路が形成された
集塵部と、
　前記集塵部に設けられ、前記ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、
　前記電動送風機より上流で前記本体風路に通じる戻り風路が形成された風路形成部と、
　前記風路形成部に設けられ、前記戻り風路を塞ぐ第２閉塞体と、
　前記戻り風路が前記本体風路に通じる位置より上流で前記本体風路を塞ぐことが可能な
弁装置と、
を備え、
　前記第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収するためのごみ回収装置に前記
集塵部が載せられると前記第１閉塞体が変位し、前記第１集塵室が前記ごみ回収風路を介
して前記第２集塵室に通じ、
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられると前記第２閉塞体が変位し、前記吹き出し
口が前記戻り風路を介して前記第２集塵室に通じ、
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられると前記弁装置が前記本体風路を塞ぐ
電気掃除機。
【請求項２０】
　前記ごみ回収風路は、前記集塵部の側面で開口し、
　前記戻り風路は、前記ごみ回収風路が開口する方向と同じ方向を向いて開口する
請求項１９に記載の電気掃除機。
【請求項２１】
　前記電動送風機より上流で前記本体風路に配置されたフィルタを更に備え、
　前記戻り風路は、前記フィルタより上流で前記本体風路に通じる
請求項１９又は請求項２０に記載の電気掃除機。
【請求項２２】
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられていない時に前記ごみ回収風路を塞ぐ位置に
前記第１閉塞体を保持する第１保持手段と、
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられていない時に前記戻り風路を塞ぐ位置に前記
第２閉塞体を保持する第２保持手段と、
を更に備えた請求項１９から請求項２１の何れか一項に記載の電気掃除機。
【請求項２３】
　前記集塵部は、
　第１周壁と、
　前記第１周壁の下端部に接触し、前記第１周壁とによって前記第１集塵室の一部を形成
する可動底部と、
　前記第１周壁を囲むように配置され、前記第１周壁との間に前記第１集塵室の他の一部
を形成する第２周壁と、
　前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられると、前記可動底部を前記第１周壁の下端部
から離す離隔手段と、
を備えた請求項１９から請求項２２の何れか一項に記載の電気掃除機。
【請求項２４】
　前記弁装置は、
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　前記本体風路を塞ぐ閉位置及び前記本体風路を通す開位置に配置可能な弁体と、
　前記可動底部が前記第１周壁の下端部に接触している場合は前記弁体を開位置に配置さ
せ、前記可動底部が前記第１周壁の下端部から離れると前記弁体を閉位置に配置させる連
動手段と、
を備えた請求項２３に記載の電気掃除機。
【請求項２５】
　二次電池を更に備え、
　前記二次電池は、前記集塵部が前記ごみ回収装置に載せられると、前記二次電池を充電
するために前記ごみ回収装置に備えられた電源部に電気的に接続される
請求項１５から請求項２４の何れか一項に記載の電気掃除機。
【請求項２６】
　電気掃除機と、
　前記電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収するためのごみ回
収装置と、
を備え、
　前記電気掃除機は、
　吸い込み口が形成されたヘッドと、
　前記吸い込み口から第１吹き出し口に通じる本体風路に気流を発生させる第１電動送風
機と、
　前記第１集塵室及び前記第１集塵室に通じる第１ごみ回収風路が形成された第１集塵部
と、
　前記第１集塵部に設けられ、前記第１ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、
を備え、
　前記ごみ回収装置は、
　前記第２集塵室及び前記第２集塵室に通じる第２ごみ回収風路が形成された第２集塵部
と、
　前記第２集塵室から第２吹き出し口に通じる排気風路に気流を発生させる第２電動送風
機と、
を備え、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられると前記第１閉塞体が変位し、前記第１集
塵室と前記第２集塵室とが前記第１ごみ回収風路及び前記第２ごみ回収風路を介して通じ
る掃除機システム。
【請求項２７】
　前記第１ごみ回収風路は、前記第１集塵部の下面で開口し、
　前記第２ごみ回収風路は、前記第２集塵部の上面で開口する
請求項２６に記載の掃除機システム。
【請求項２８】
　前記電気掃除機は、前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられていない時に前記第１
ごみ回収風路を塞ぐ位置に前記第１閉塞体を保持する第１保持手段を備え、
　前記ごみ回収装置は、前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられる時に前記第１保持
手段の保持機能を解除する解除手段を備えた
請求項２６又は請求項２７に記載の掃除機システム。
【請求項２９】
　前記解除手段は、前記第２集塵部の上面に設けられた請求項２８に記載の掃除機システ
ム。
【請求項３０】
　電気掃除機と、
　前記電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収するためのごみ回
収装置と、
を備え、
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　前記電気掃除機は、
　吸い込み口が形成されたヘッドと、
　前記吸い込み口から吹き出し口に通じる本体風路に気流を発生させる電動送風機と、
　前記第１集塵室及び前記第１集塵室に通じる第１ごみ回収風路が形成された第１集塵部
と、
　前記第１集塵部に設けられ、前記第１ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、
　前記電動送風機より上流で前記本体風路に通じる第１戻り風路が形成された風路形成部
と、
　前記風路形成部に設けられ、前記第１戻り風路を塞ぐ第２閉塞体と、
　前記第１戻り風路が前記本体風路に通じる位置より上流で前記本体風路を塞ぐことが可
能な弁装置と、
を備え、
　前記ごみ回収装置は、
　前記第２集塵室が形成された第２集塵部と、
　前記第２集塵部に設けられ、前記第２集塵室に通じる第２ごみ回収風路が形成された第
１連結部と、
　前記第２集塵部に設けられ、前記第２集塵室に通じる第２戻り風路が形成された第２連
結部と、
を備え、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられると前記第１閉塞体が変位し、前記第１集
塵室と前記第２集塵室とが前記第１ごみ回収風路及び前記第２ごみ回収風路を介して通じ
、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられると前記第２閉塞体が変位し、前記吹き出
し口と前記第２集塵室とが前記第１戻り風路及び前記第２戻り風路を介して通じ、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられると前記弁装置が前記本体風路を塞ぐ
掃除機システム。
【請求項３１】
　前記第１ごみ回収風路は、前記第１集塵部の側面で開口し、
　前記第１戻り風路は、前記第１ごみ回収風路が開口する方向と同じ方向を向いて開口し
、
　前記第２ごみ回収風路は、前記第２集塵部より高い位置で開口し、
　前記第２戻り風路は、前記第２ごみ回収風路が開口する位置より高い位置で、前記第２
ごみ回収風路が開口する方向と同じ方向を向いて開口する
請求項３０に記載の掃除機システム。
【請求項３２】
　前記電気掃除機は、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられていない時に前記第１ごみ回収風路を塞ぐ
位置に前記第１閉塞体を保持する第１保持手段と、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられていない時に前記第１戻り風路を塞ぐ位置
に前記第２閉塞体を保持する第２保持手段と、
を備え、
　前記ごみ回収装置は、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられる時に前記第１保持手段の保持機能を解除
する第１解除手段と、
　前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられる時に前記第２保持手段の保持機能を解除
する第２解除手段と、
を備えた請求項３０又は請求項３１に記載の掃除機システム。
【請求項３３】
　前記第１解除手段は、前記第２ごみ回収風路が開口する前記第１連結部の端面に設けら
れ、
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　前記第２解除手段は、前記第２戻り風路が開口する前記第２連結部の端面に設けられた
請求項３２に記載の掃除機システム。
【請求項３４】
　前記電気掃除機は、二次電池を備え、
　前記ごみ回収装置は、前記二次電池を充電するための電源部を備え、
　前記二次電池は、前記第１集塵部が前記第２集塵部に載せられると前記電源部に電気的
に接続される
請求項２６から請求項３３の何れか一項に記載の掃除機システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ごみ回収装置、電気掃除機及び掃除機システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に、電気掃除機が記載されている。特許文献１に記載された電気掃除機は、
所謂スティック型の掃除機である。特許文献１に記載された電気掃除機では、吸い込み口
が形成されたヘッドと利用者が持つハンドルとを繋ぐ部材に、ごみを溜める集塵部が支持
される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－３９８６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された電気掃除機は、集塵部を大きくすると操作し難くなる。このた
め、集塵部を必要以上に大きくすることができず、集塵部に溜まったごみを頻繁に捨てな
ければならなかった。
【０００５】
　この発明は、上述のような課題を解決するためになされた。この発明の目的は、ごみ捨
ての回数を減らすことができる電気掃除機及び掃除機システムを提供することである。こ
の発明の他の目的は、電気掃除機のごみ捨ての回数を減らすためのごみ回収装置を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係るごみ回収装置は、電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを回収す
るためのごみ回収装置である。ごみ回収装置は、ごみを溜めるための第２集塵室及び第２
集塵室に通じるごみ回収風路が形成された集塵部と、第２集塵室から吹き出し口に通じる
排気風路に気流を発生させる電動送風機と、を備える。第２集塵室は、電気掃除機が集塵
部に載せられるとごみ回収風路を介して第１集塵室に通じる。
【０００７】
　この発明に係るごみ回収装置は、電気掃除機の第１集塵室に溜まっているごみを回収す
るためのごみ回収装置である。ごみ回収装置は、ごみを溜めるための第２集塵室が形成さ
れた集塵部と、集塵部に設けられ、第２集塵室に通じるごみ回収風路が形成された第１連
結部と、集塵部に設けられ、第２集塵室に通じる戻り風路が形成された第２連結部と、を
備える。第２集塵室は、電気掃除機が集塵部に載せられると、ごみ回収風路を介して第１
集塵室に通じ、戻り風路を介して電気掃除機の吹き出し口に通じる。
【０００８】
　この発明に係る電気掃除機は、吸い込み口が形成されたヘッドと、吸い込み口から吹き
出し口に通じる本体風路に気流を発生させる電動送風機と、ごみを溜めるための第１集塵
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室及び第１集塵室に通じるごみ回収風路が形成された集塵部と、集塵部に設けられ、ごみ
回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、を備える。第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に
回収するためのごみ回収装置に集塵部が載せられると第１閉塞体が変位し、第１集塵室が
ごみ回収風路を介して第２集塵室に通じる。
【０００９】
　この発明に係る電気掃除機は、吸い込み口が形成されたヘッドと、吸い込み口から吹き
出し口に通じる本体風路に気流を発生させる電動送風機と、ごみを溜めるための第１集塵
室及び第１集塵室に通じるごみ回収風路が形成された集塵部と、集塵部に設けられ、ごみ
回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、電動送風機より上流で本体風路に通じる戻り風路が形成さ
れた風路形成部と、風路形成部に設けられ、戻り風路を塞ぐ第２閉塞体と、戻り風路が本
体風路に通じる位置より上流で本体風路を塞ぐことが可能な弁装置と、を備える。第１集
塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収するためのごみ回収装置に集塵部が載せられ
ると第１閉塞体が変位し、第１集塵室がごみ回収風路を介して第２集塵室に通じる。集塵
部がごみ回収装置に載せられると第２閉塞体が変位し、吹き出し口が戻り風路を介して第
２集塵室に通じる。集塵部がごみ回収装置に載せられると弁装置が本体風路を塞ぐ。
【００１０】
　この発明に係る掃除機システムは、電気掃除機と、電気掃除機の第１集塵室に溜まって
いるごみを第２集塵室に回収するためのごみ回収装置と、を備える。電気掃除機は、吸い
込み口が形成されたヘッドと、吸い込み口から第１吹き出し口に通じる本体風路に気流を
発生させる第１電動送風機と、第１集塵室及び第１集塵室に通じる第１ごみ回収風路が形
成された第１集塵部と、第１集塵部に設けられ、第１ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、
を備える。ごみ回収装置は、第２集塵室及び第２集塵室に通じる第２ごみ回収風路が形成
された第２集塵部と、第２集塵室から第２吹き出し口に通じる排気風路に気流を発生させ
る第２電動送風機と、を備える。第１集塵部が第２集塵部に載せられると第１閉塞体が変
位し、第１集塵室と第２集塵室とが第１ごみ回収風路及び第２ごみ回収風路を介して通じ
る。
【００１１】
　この発明に係る掃除機システムは、電気掃除機と、電気掃除機の第１集塵室に溜まって
いるごみを第２集塵室に回収するためのごみ回収装置と、を備える。電気掃除機は、吸い
込み口が形成されたヘッドと、吸い込み口から吹き出し口に通じる本体風路に気流を発生
させる電動送風機と、第１集塵室及び第１集塵室に通じる第１ごみ回収風路が形成された
第１集塵部と、第１集塵部に設けられ、第１ごみ回収風路を塞ぐ第１閉塞体と、電動送風
機より上流で本体風路に通じる第１戻り風路が形成された風路形成部と、風路形成部に設
けられ、第１戻り風路を塞ぐ第２閉塞体と、第１戻り風路が本体風路に通じる位置より上
流で本体風路を塞ぐことが可能な弁装置と、を備える。ごみ回収装置は、第２集塵室が形
成された第２集塵部と、第２集塵部に設けられ、第２集塵室に通じる第２ごみ回収風路が
形成された第１連結部と、第２集塵部に設けられ、第２集塵室に通じる第２戻り風路が形
成された第２連結部と、を備える。第１集塵部が第２集塵部に載せられると第１閉塞体が
変位し、第１集塵室と第２集塵室とが第１ごみ回収風路及び第２ごみ回収風路を介して通
じる。第１集塵部が第２集塵部に載せられると第２閉塞体が変位し、吹き出し口と第２集
塵室とが第１戻り風路及び第２戻り風路を介して通じる。第１集塵部が第２集塵部に載せ
られると弁装置が本体風路を塞ぐ。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、電気掃除機のごみ捨ての回数を減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】この発明の実施の形態１における掃除機システムの例を示す斜視図である。
【図２】図１に示す掃除機システムの平面図である。
【図３】電気掃除機を示す側面図である。
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【図４】電気掃除機の断面を示す図である。
【図５】電気掃除機の断面を示す図である。
【図６】電気掃除機の構成例を示す図である。
【図７】集塵ユニットの断面を示す図である。
【図８】電気掃除機がごみ回収装置に載せられた時の集塵ユニットの断面を示す図である
。
【図９】集塵ユニットの分解斜視図である。
【図１０】集塵ユニットを示す斜視図である。
【図１１】集塵ユニットを示す斜視図である。
【図１２】ごみ回収装置を示す側面図である。
【図１３】ごみ回収装置を示す斜視図である。
【図１４】ごみ回収装置の断面を示す図である。
【図１５】ごみ回収装置の断面を示す図である。
【図１６】ごみ回収装置の構成例を示す図である。
【図１７】掃除機システムの断面を示す図である。
【図１８】掃除機システムの断面を示す図である。
【図１９】図１７に示すＤ部を拡大した図である。
【図２０】図１８に示すＥ部を拡大した図である。
【図２１】この発明の実施の形態２における掃除機システムの例を示す斜視図である。
【図２２】この発明の実施の形態２における掃除機システムの例を示す斜視図である。
【図２３】図２１に示す掃除機システムの平面図である。
【図２４】電気掃除機を示す側面図である。
【図２５】電気掃除機の断面を示す図である。
【図２６】電気掃除機の断面を示す図である。
【図２７】電気掃除機の構成例を示す図である。
【図２８】集塵ユニットの断面を示す図である。
【図２９】集塵ユニットの分解斜視図である。
【図３０】ユニットを更に分解した状態を示す斜視図である。
【図３１】図２５に示すＬ部を拡大した図である。
【図３２】ユニットを更に分解した状態を示す斜視図である。
【図３３】図２６に示すＭ部を拡大した図である。
【図３４】ユニットを更に分解した状態を示す斜視図である。
【図３５】ごみ回収装置を示す斜視図である。
【図３６】ごみ回収装置の上部を拡大した図である。
【図３７】蓋を開けた状態のごみ回収装置を示す。
【図３８】掃除機システムの断面を示す図である。
【図３９】掃除機システムの断面を示す図である。
【図４０】掃除機システムの断面を示す図である。
【図４１】図３８に示すＮ部を拡大した図である。
【図４２】図３９に示すＰ部を拡大した図である。
【図４３】図４０に示すＲ部を拡大した図である。
【図４４】制御装置のハードウェア構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　添付の図面を参照し、本発明を説明する。重複する説明は、適宜簡略化或いは省略する
。各図において、同一の符号は同一の部分又は相当する部分を示す。
【００１５】
実施の形態１．
　図１は、この発明の実施の形態１における掃除機システム１の例を示す斜視図である。
図２は、図１に示す掃除機システム１の平面図である。掃除機システム１は、例えば電気
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掃除機２及びごみ回収装置３を備える。図１及び図２に示す電気掃除機２は、所謂スティ
ック型の掃除機である。電気掃除機２に第１集塵室が形成される。電気掃除機２は、吸い
込んだごみを第１集塵室に溜める。ごみ回収装置３に第２集塵室が形成される。ごみ回収
装置３は、電気掃除機２の第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収する。電気
掃除機２を図１及び図２に示すようにごみ回収装置３に載せると、電気掃除機２の第１集
塵室に溜まっているごみをごみ回収装置３の第２集塵室に回収することができる。
【００１６】
　図３は、電気掃除機２を示す側面図である。図３は、図２のＡ方向から電気掃除機２を
見た図である。図４及び図５は、電気掃除機２の断面を示す図である。図４は、図２のＢ
－Ｂ線で電気掃除機２を切断した図である。図５は、図２のＣ－Ｃ線で電気掃除機２を切
断した図である。図６は、電気掃除機２の構成例を示す図である。電気掃除機２は、例え
ばヘッド４、接続管５、本体ユニット６及び集塵ユニット７を備える。
【００１７】
　ヘッド４に、接続管５の一方の端部が接続される。本体ユニット６に、接続管５の他方
の端部が接続される。集塵ユニット７は、本体ユニット６に設けられる。ヘッド４に、ご
みを吸い込むための吸い込み口８が形成される。本体ユニット６に、ごみが除かれた空気
が吹き出される吹き出し口９が形成される。電気掃除機２に、吸い込み口８から吹き出し
口９に通じる本体風路１０が形成される。
【００１８】
　本体ユニット６は、例えば電動送風機１１、ハンドル１２、操作パネル１３、制御装置
１４及び二次電池１５を備える。
【００１９】
　電動送風機１１は、本体風路１０に気流を発生させる。電動送風機１１が気流を発生さ
せることにより、吸い込み口８から空気が吸い込まれる。吸い込み口８から吸い込まれた
空気は、本体風路１０を通過する。即ち、吸い込み口８から吸い込まれた空気は、ヘッド
４、接続管５、集塵ユニット７及び本体ユニット６に形成された各風路を通過し、吹き出
し口９から吹き出される。電動送風機１１が気流を発生させることにより、空気と共にご
みも吸い込み口８から吸い込まれる。吸い込み口８から吸い込まれたごみは、集塵ユニッ
ト７で気流から分離される。このため、吹き出し口９からはごみが除かれた空気が吹き出
される。
【００２０】
　以下の説明では、電気掃除機２において「上流」及び「下流」という用語を使用する場
合は、電動送風機１１が発生させる気流を基準とする。例えば、図４及び図５は本体風路
１０に電動送風機１１とフィルタ１６とが配置される例を示す。フィルタ１６は、電動送
風機１１より上流に配置される。また、電気掃除機２の上下は、ごみ回収装置３に載せら
れた状態を基準とする。即ち、電気掃除機２の上下は、図３から図５に示す状態を基準と
する。例えば、電動送風機１１及び二次電池１５は、集塵ユニット７より上方に配置され
る。
【００２１】
　ハンドル１２は、利用者が掃除を行う際に持つ部分である。本実施の形態では、接続管
５が一直線状の筒状の部材である例を示す。ハンドル１２は、例えば接続管５に対して一
直線状に配置される。操作パネル１３は、利用者がハンドル１２を持った手で操作するた
めのものである。操作パネル１３は、例えば入力釦１７及びランプ１８を備える。ランプ
１８は、利用者に情報を報知する報知手段の一例である。操作パネル１３は、報知手段と
して小型のディスプレイ等を備えても良い。
【００２２】
　制御装置１４は、電気掃除機２に備えられた機器を制御する。例えば、制御装置１４に
、入力釦１７が押されたことを示す信号が入力される。制御装置１４は、入力された信号
に基づいて機器を制御する。例えば、制御装置１４は、電動送風機１１を制御する。制御
装置１４は、操作パネル１３のランプ１８を制御する。二次電池１５は、電気掃除機２に
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備えられた機器に電力を供給する。例えば、二次電池１５は、制御装置１４に電力を供給
する。
【００２３】
　図７は、集塵ユニット７の断面を示す図である。図７は、図２のＢ－Ｂ線で集塵ユニッ
ト７を切断した図である。集塵ユニット７は、例えば分離部１９及び集塵部２０を備える
。
【００２４】
　分離部１９は、吸い込み口８から吸い込まれたごみを本体風路１０の気流から分離する
。図７は、分離部１９がごみを分離する方式としてサイクロン方式を採用する例を示す。
分離部１９は、ごみを分離する方式として所謂カップ方式を採用しても良い。分離部１９
に、例えば旋回室２１が形成される。旋回室２１は本体風路１０の一部である。吸い込み
口８から吸い込まれたごみは、ヘッド４及び接続管５を通過し、旋回室２１に進入する。
旋回室２１では、旋回気流が形成される。これにより、遠心力によってごみを分離する。
砂及び埃等のごみは、旋回室２１の側壁２２に形成された開口２３を介して旋回室２１か
ら排出される。開口２３から排出されなかったごみは、下向きの開口２４を介して旋回室
２１から排出される。
【００２５】
　分離部１９によって気流から分離されたごみは、集塵部２０に溜められる。集塵部２０
に、ごみを溜めるための集塵室２５及び集塵室２６が形成される。本実施の形態に示す例
では、集塵室２５及び集塵室２６が電気掃除機２の第１集塵室である。集塵部２０は、例
えば周壁２７、可動底部２８、周壁２９、底部３０及び離隔装置３１を備える。
【００２６】
　周壁２７は円筒形状である。周壁２７の上端は側壁２２に設けられる。周壁２７は、側
壁２２の外面から下方に延びる。周壁２７は、開口２４の周囲を囲むように配置される。
可動底部２８は、周壁２７の下端部に下方から接触する。周壁２７の下向きの開口は可動
底部２８によって塞がれる。これにより、開口２４を介して旋回室２１に通じる集塵室２
５が形成される。即ち、周壁２７及び可動底部２８は、集塵室２５を形成する。開口２４
を通過したごみは、集塵室２５に進入する。集塵室２５には、ごみが溜まっていく。
【００２７】
　周壁２９は、側壁２２及び周壁２７を囲むように配置される。周壁２９と側壁２２との
間及び周壁２９と周壁２７との間に形成された一続きの空間が集塵室２６である。開口２
３を通過したごみは、集塵室２６に進入する。集塵室２６には、埃等のごみが溜まってい
く。周壁２９の下端は、周壁２７の下端より下方に位置する。周壁２９の下向きの開口を
塞ぐように、周壁２９の下端に底部３０が設けられる。可動底部２８は、底部３０の上方
に配置される。
【００２８】
　可動底部２８は、周壁２７の下向きの開口を塞ぐ閉位置及び周壁２７の下端との間に隙
間が空く開位置に配置可能である。図７は、可動底部２８が閉位置に配置された状態を示
す。利用者が電気掃除機２で掃除する時、可動底部２８は閉位置に配置される。このため
、砂等のごみは集塵室２５に溜まり、埃等のごみは集塵室２６に溜まる。集塵室２６に溜
まっているごみは集塵室２５に進入しない。
【００２９】
　電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、可動底部２８は開位置に配置される。
図８は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられた時の集塵ユニット７の断面を示す図
である。図８は、図２のＢ－Ｂ線で集塵ユニット７を切断した図である。可動底部２８が
開位置に配置されると、周壁２７と可動底部２８との間に隙間が形成される。このため、
集塵室２５は、旋回室２１を介さずに集塵室２６に直接通じる。図７及び図８は、可動底
部２８が上下に変位する例を示す。
【００３０】
　離隔装置３１は、可動底部２８を開位置に配置させるための装置である。離隔装置３１
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は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられていない時は可動底部２８を押し上げる。
これにより、可動底部２８は、周壁２７の下端部に下方から押し付けられ、閉位置に配置
される。離隔装置３１は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、可動底部２８
を下方に変位させる。これにより、可動底部２８が周壁２７の下端部から離れる。電気掃
除機２がごみ回収装置３に載せられると、可動底部２８は開位置に配置される。図９は、
集塵ユニット７の分解斜視図である。離隔装置３１は、例えば連動部材３２、ばね（図示
せず）及び蓋３３を備える。
【００３１】
　連動部材３２は、中央部が底部３０に支持される。連動部材３２は、底部３０の下方に
配置される。連動部材３２は、シーソーのように動く。即ち、連動部材３２の一端部が底
部３０に近づくと、連動部材３２の他端部は底部３０から離れる。連動部材３２の一端部
が底部３０から離れると、連動部材３２の他端部は底部３０に近づく。連動部材３２の他
端部に可動底部２８が連結される。
【００３２】
　連動部材３２は、他端部が底部３０に近づくようにばねによって常に力を受ける。この
ため、連動部材３２にばね以外の外力が作用しなければ、可動底部２８は連動部材３２に
よって押し上げられる。即ち、可動底部２８は閉位置に配置される。一端部が底部３０に
近づくように連動部材３２に外力が作用すると、可動底部２８は連動部材３２に連動して
下方に変位する。即ち、可動底部２８は開位置に配置される。
【００３３】
　蓋３３は、連動部材３２を下方から覆うように底部３０に設けられる。蓋３３に、貫通
孔３４が形成される。貫通孔３４は、連動部材３２の一端部が対向する位置に形成される
。
【００３４】
　また、集塵部２０にごみ回収風路３５が形成される。ごみ回収風路３５は、集塵室２５
及び集塵室２６に溜まっているごみをごみ回収装置３の第２集塵室に回収するための風路
である。本実施の形態に示す例では、ごみ回収風路３５は集塵室２６に通じる。ごみ回収
風路３５は、集塵部２０の下面で開口する。本実施の形態に示す例では、ごみ回収風路３
５は底部３０の下面で開口する。
【００３５】
　ごみ回収装置３にごみを回収する時以外に集塵部２０からごみが落ちることを防止する
ため、集塵ユニット７に閉塞装置３６が備えられる。閉塞装置３６は集塵部２０に設けら
れる。図１０及び図１１は、集塵ユニット７を示す斜視図である。閉塞装置３６は、電気
掃除機２がごみ回収装置３に載せられていない時は、図１０に示すようにごみ回収風路３
５を塞ぐ。閉塞装置３６は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、図１１に示
すようにごみ回収風路３５が通じる状態にする。閉塞装置３６は、例えば閉塞体３７、保
持体３８、ばね３９及び支持ケース４０を備える。
【００３６】
　閉塞体３７、保持体３８及びばね３９は、支持ケース４０に支持される。閉塞体３７、
保持体３８及びばね３９は、支持ケース４０を介して集塵部２０に設けられる。閉塞体３
７は、ごみ回収風路３５を塞ぐ。例えば、閉塞体３７は、ごみ回収風路３５に通じる開口
を下方から塞ぐ。閉塞体３７は、ごみ回収風路３５を塞ぐようにばね３９から常に力を受
ける。このため、閉塞体３７にばね３９以外の外力が作用しなければ、閉塞体３７は、ご
み回収風路３５に通じる開口を下方から覆うように底部３０の下面に密着する。
【００３７】
　保持体３８は、ごみ回収風路３５を塞ぐ位置に閉塞体３７を保持する。例えば、保持体
３８の先端に、図９に示すような爪が形成される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せ
られていなければ、保持体３８の先端の爪が閉塞体３７の一端部に掛かる。これにより、
閉塞体３７が開くことを防止する。即ち、保持体３８は、電気掃除機２がごみ回収装置３
に載せられていない時は、図１０に示すようにごみ回収風路３５を塞ぐ位置に閉塞体３７
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を保持する。保持体３８が閉塞体３７を保持する機能は、電気掃除機２がごみ回収装置３
に載せられる時に解除される。保持体３８の上記保持機能が解除されると、閉塞体３７を
開けることが可能な状態になる。
【００３８】
　図１２は、ごみ回収装置３を示す側面図である。図１２は、図２のＡ方向からごみ回収
装置３を見た図である。図１３は、ごみ回収装置３を示す斜視図である。図１４及び図１
５は、ごみ回収装置３の断面を示す図である。図１４は、図２のＢ－Ｂ線でごみ回収装置
３を切断した図である。図１５は、図２のＣ－Ｃ線でごみ回収装置３を切断した図である
。図１６は、ごみ回収装置３の構成例を示す図である。ごみ回収装置３は、例えば集塵ユ
ニット４１及び支持ユニット４２を備える。
【００３９】
　集塵ユニット４１は、例えば集塵部４３及び集塵部４４を備える。集塵部４３は、集塵
部４４に設けられる。集塵部４３は、集塵部４４の上に配置される。集塵部４３に、ごみ
を溜めるための集塵室４５が形成される。集塵部４４に、ごみを溜めるための集塵室４６
が形成される。集塵室４５は、集塵室４６に通じる。本実施の形態に示す例では、集塵室
４５及び集塵室４６がごみ回収装置３の第２集塵室である。
【００４０】
　また、集塵部４３に、ごみ回収風路４７が形成される。ごみ回収風路４７は、電気掃除
機２の集塵室２５及び集塵室２６に溜まっているごみを集塵室４５及び集塵室４６に回収
するための風路である。本実施の形態に示す例では、ごみ回収風路４７は集塵室４５に通
じる。ごみ回収風路４７は、集塵部４３の上面で開口する。
【００４１】
　集塵ユニット４１は、支持ユニット４２に設けられる。集塵ユニット４１は、支持ユニ
ット４２の上に配置される。集塵ユニット４１は、支持ユニット４２に支持される。支持
ユニット４２に、ごみが除かれた空気が吹き出される吹き出し口４８が形成される。ごみ
回収装置３には、第２集塵室から吹き出し口４８に通じる排気風路４９が形成される。本
実施の形態に示す例では、排気風路４９は集塵室４６から吹き出し口４８に通じる。
【００４２】
　支持ユニット４２は、例えば電動送風機５０、電源部５１、操作パネル５２及び制御装
置５３を備える。
【００４３】
　電動送風機５０は、排気風路４９に気流を発生させる。電動送風機５０が気流を発生さ
せることにより、集塵部４３の上面に形成された開口から空気が吸い込まれる。上記開口
から吸い込まれた空気は、ごみ回収風路４７、集塵室４５、集塵室４６及び排気風路４９
を通過し、吹き出し口４８から吹き出される。電動送風機５０が気流を発生させることに
より、空気と共にごみも上記開口から吸い込まれる。上記開口から吸い込まれたごみは、
ごみ回収風路４７に進入する。ごみ回収風路４７に進入したごみは、集塵室４５及び集塵
室４６で気流から分離される。このため、吹き出し口４８からはごみが除かれた空気が吹
き出される。
【００４４】
　図１４及び図１５は、集塵室４５でごみを分離する方式としてサイクロン方式が採用さ
れた例を示す。図１４及び図１５は、集塵室４６でごみを分離する方式として紙パック方
式が採用された例を示す。ごみを分離する方式は、これらの方式に限定されない。
【００４５】
　以下の説明では、ごみ回収装置３において「上流」及び「下流」という用語を使用する
場合は、電動送風機５０が発生させる気流を基準とする。例えば、図１４及び図１５は排
気風路４９に電動送風機５０とフィルタ５７とが配置される例を示す。フィルタ５７は電
動送風機５０より上流に配置される。
【００４６】
　電源部５１は、電気掃除機２に備えられた二次電池１５を充電するための電力を供給す
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る。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、電源部５１は、二次電池１５に電気
的に接続される。本実施の形態に示すごみ回収装置３は、電気掃除機２の充電台としての
機能も備える。
【００４７】
　操作パネル５２は、利用者が操作するためのものである。操作パネル５２は、例えば入
力釦５８及びランプ５９を備える。ランプ５９は、利用者に情報を報知する報知手段の一
例である。操作パネル５２は、報知手段として小型のディスプレイ等を備えても良い。
【００４８】
　制御装置５３は、ごみ回収装置３に備えられた機器を制御する。例えば、制御装置５３
に、入力釦５８が押されたことを示す信号が入力される。制御装置５３は、入力された信
号に基づいて機器を制御する。例えば、制御装置５３は、電動送風機５０を制御する。制
御装置５３は、電源部５１を制御する。制御装置５３は、操作パネル５２のランプ５９を
制御する。
【００４９】
　また、集塵ユニット４１に作動部５４、解除部５５及び開放部５６が備えられる。
【００５０】
　作動部５４は、電気掃除機２に備えられた離隔装置３１を動作させるための部材である
。本実施の形態に示す例では、作動部５４は、集塵部４３の上面に設けられた突起である
。解除部５５は、電気掃除機２に備えられた保持体３８の保持機能を解除するための部材
である。本実施の形態に示す例では、解除部５５は、集塵部４３の上面に設けられた板状
の部材である。解除部５５は、集塵部４３の上面から突出する。開放部５６は、電気掃除
機２に備えられた閉塞体３７を開けるための部材である。本実施の形態に示す例では、開
放部５６は、集塵部４３の上面に設けられた板状の部材である。開放部５６は、集塵部４
３の上面から突出する。
【００５１】
　以下に、図１７から図２０も参照し、作動部５４、解除部５５及び開放部５６の機能に
ついて詳しく説明する。図１７及び図１８は、掃除機システム１の断面を示す図である。
図１７は、図２のＢ－Ｂ断面を示す。図１８は、図２のＣ－Ｃ断面を示す。図１９は、図
１７に示すＤ部を拡大した図である。図２０は、図１８に示すＥ部を拡大した図である。
【００５２】
　図１７から図２０は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられた状態を示す。本実施
の形態に示す例では、電気掃除機２の集塵部２０がごみ回収装置３の集塵部４３に載せら
れる。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、電気掃除機２のヘッド４が宙に浮
いた状態になる。即ち、ヘッド４は、ごみ回収装置３の支持ユニット４２の下面より上方
に配置される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、電気掃除機２はごみ回収
装置３の集塵部４３によって支持される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると
、集塵部２０の下面が集塵部４３の上面に対向する。
【００５３】
　また、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、二次電池１５が電源部５１に電
気的に接続される。これにより、制御装置５３は、電源部５１による二次電池１５の充電
を開始する。
【００５４】
　電気掃除機２をごみ回収装置３に載せる時のごみ回収装置３に対する電気掃除機２の向
きは予め決まっている。作動部５４は、離隔装置３１の蓋３３に形成された貫通孔３４の
位置に合わせて配置される。集塵部２０が集塵部４３に載せられる時に、作動部５４が貫
通孔３４を貫通する。貫通孔３４を通過した作動部５４は、先端が連動部材３２の一端部
に下方から接触する。集塵部２０が集塵部４３に更に接近することにより、作動部５４が
連動部材３２の一端部を押し上げる。これにより、連動部材３２の他端部が底部３０から
離れるように変位し、可動底部２８が下方に移動する。集塵部２０が集塵部４３に完全に
載せられると、集塵室２５の下部と集塵室２６の下部とが通じた状態になる。
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【００５５】
　解除部５５は、閉塞装置３６の保持体３８の位置に合わせて配置される。解除部５５は
、集塵部２０が集塵部４３に載せられる時に、保持体３８の側面に接触しながら保持体３
８に隣接する空間に挿入される。解除部５５が上記空間に挿入されることにより、保持体
３８が解除部５５に押され、保持体３８が閉塞体３７から離れるように変位する。具体的
には、保持体３８の先端の爪が閉塞体３７の一端部から外れるように保持体３８が湾曲す
る。また、保持体３８の端部を軸によって回転可能に支持し、ばねによって保持体３８を
上記空間側に押し付けても良い。かかる構成でも、解除部５５が上記空間に挿入されるこ
とにより、保持体３８が解除部５５に押され、保持体３８が閉塞体３７から離れるように
変位する。これにより、保持体３８の保持機能が解除される。集塵部２０が集塵部４３に
完全に載せられると、閉塞体３７を開けることが可能な状態になる。
【００５６】
　開放部５６は、閉塞装置３６の閉塞体３７の位置に合わせて配置される。開放部５６は
、集塵部２０が集塵部４３に載せられる時に、先端が閉塞体３７の他端部に接触する。集
塵部２０が集塵部４３に更に接近することにより、開放部５６が閉塞体３７の他端部を押
し上げる。これにより、閉塞体３７の一端部が下方に移動するように閉塞体３７が変位し
、閉塞体３７が開く。集塵部２０が集塵部４３に完全に載せられると、閉塞体３７は開い
た状態に保持される。
【００５７】
　集塵部４３の上面に形成されたごみ回収風路４７に通じる開口は、集塵部２０の下面に
形成されたごみ回収風路３５に通じる開口の位置に合わせて配置される。即ち、集塵部２
０が集塵部４３に載せられると、ごみ回収風路４７に通じる上記開口は、ごみ回収風路３
５に通じる開口に対向する。このため、集塵部２０が集塵部４３に載せられると、集塵室
２６と集塵室４５とがごみ回収風路３５及びごみ回収風路４７を介して通じる。即ち、集
塵部２０が集塵部４３に載せられると、電気掃除機２に形成された第１集塵室とごみ回収
装置３に形成された第２集塵室とがごみ回収風路３５及びごみ回収風路４７を介して通じ
る。
【００５８】
　集塵部２０が集塵部４３に載せられた状態で電動送風機５０が駆動されると、電気掃除
機２からごみ回収装置３に向かう気流が発生する。電動送風機５０の駆動は、例えば、操
作パネル５２の入力釦５８が押されることによって開始される。電動送風機５０が気流を
発生させることにより、電気掃除機２の吸い込み口８から空気が吸い込まれる。吸い込み
口８から吸い込まれた空気は、本体風路１０の一部を通過し、集塵室２５及び集塵室２６
に進入する。即ち、吸い込み口８から吸い込まれた空気は、ヘッド４及び接続管５を通過
した後、旋回室２１から集塵室２５及び集塵室２６に進入する。
【００５９】
　集塵室２５に進入した空気は、周壁２７と可動底部２８との間を通って集塵室２６に進
入する。旋回室２１から或いは集塵室２５から集塵室２６に進入した空気は、ごみ回収風
路３５を通過してごみ回収装置３に取り込まれる。ごみ回収風路３５からごみ回収装置３
に進入した空気は、ごみ回収風路４７、集塵室４５、集塵室４６及び排気風路４９を通過
し、吹き出し口４８から吹き出される。
【００６０】
　電動送風機５０が気流を発生させることにより、集塵室２５及び集塵室２６に溜められ
ていたごみがごみ回収風路３５を通過してごみ回収装置３に回収される。ごみ回収装置３
に回収されたごみは、ごみ回収風路４７から集塵室４５及び集塵室４６に進入する。ごみ
回収装置３に回収されたごみは、集塵室４５及び集塵室４６で気流から分離される。この
ため、吹き出し口４８からはごみが除かれた空気が吹き出される。
【００６１】
　制御装置５３は、電動送風機５０の駆動を開始してから一定時間が経過すると、電動送
風機５０を停止させる。
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【００６２】
　本実施の形態に示す掃除機システム１であれば、電気掃除機２の集塵室２５及び集塵室
２６に溜まっていたごみをごみ回収装置３の集塵室４５及び集塵室４６に回収することが
できる。電気掃除機２に溜まったごみを回収できるため、ごみ捨ての回数を減らすことが
できる。電気掃除機２の集塵部２０を小型にしてもごみ捨ての回数が増えることはない。
集塵部２０の小型化が可能であり、操作性に優れた電気掃除機２を提供できる。
【００６３】
　ごみ回収装置３は、電気掃除機２のように掃除の度に持ち運ぶ必要はない。このため、
集塵室４５及び集塵室４６を大きくしても操作性は悪化しない。例えば、集塵室４５及び
集塵室４６を集塵室２５及び集塵室２６より大きくすれば、ごみ捨ての回数を更に減らす
ことができる。
【００６４】
　本実施の形態では、電気掃除機２がスティック型である例を示した。スティック型の電
気掃除機は、自立しないものが多い。本実施の形態で示す例では、電気掃除機２が自立し
ない場合でも、集塵部２０を集塵部４３に載せることによって電気掃除機２をごみ回収装
置３に容易に設置することができる。また、電気掃除機２を立てた状態でごみ回収装置３
に設置することができるため、設置に必要な面積を小さくできる。本実施の形態に示す例
のように接続管５が鉛直方向に配置されるように電気掃除機２をごみ回収装置３に載せる
ことができれば、設置に必要な面積を最小限に抑えることができる。
【００６５】
　本実施の形態に示す例では、電気掃除機２の集塵部２０がごみ回収装置３の集塵部４３
の上に配置されるため、ごみの回収時にごみが上から下に落ちるように移動する。このた
め、砂等のごみも確実に回収できる。
【００６６】
　本実施の形態では、利用者が操作パネル５２の入力釦５８を押すことによってごみの回
収を行う例について説明した。ごみの回収を自動で開始させるために、ごみ回収装置３に
センサ６０を備えても良い。センサ６０は、電気掃除機２が集塵部４３に載せられたこと
を検出する手段の一例である。制御装置５３は、電気掃除機２が集塵部４３に載せられた
ことがセンサ６０によって検出されると、電動送風機５０を駆動して気流を発生させる。
【００６７】
　センサ６０として、電気掃除機２が集塵部４３に載せられると押されるスイッチを採用
しても良い。センサ６０として、近接センサを採用しても良い。本実施の形態に示す例で
は、電気掃除機２が集塵部４３に載せられると、閉塞体３７の一端部がごみ回収風路４７
に配置される。センサ６０は、ごみ回収風路４７に配置された閉塞体３７の存在を検出し
ても良い。
【００６８】
　本実施の形態では、電動送風機５０の駆動が開始されてから一定時間が経過すると電動
送風機５０が自動的に停止される例について説明した。ごみの回収の状況に応じて電動送
風機５０を停止させるために、ごみ回収装置３にセンサ６１を備えても良い。センサ６１
は、電気掃除機２の集塵室２５及び集塵室２６に溜まっていたごみがごみ回収装置３の集
塵室４５及び集塵室４６に回収されたことを検出する手段の一例である。制御装置５３は
、電動送風機５０を駆動した後、集塵室２５及び集塵室２６に溜まっていたごみが集塵室
４５及び集塵室４６に回収されたことがセンサ６１によって検出されると電動送風機５０
を停止させる。
【００６９】
　センサ６１として、発光器及び受光器を備える光電センサを採用しても良い。例えば、
検出光がごみ回収風路４７を横切るように発光器が設置される。発光器からの検出光は、
ごみ回収風路４７を横切った後に受光器に入射する。電動送風機５０の駆動が開始された
後、例えば受光器が発光器からの検出光を一定時間連続して受け続けると、ごみの回収が
完了したことが検出される。センサ６１の機能を電気掃除機２に備えても良い。例えば、
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電気掃除機２は、集塵室２５及び集塵室２６に溜まっているごみの有無を検出するセンサ
６３を備える。ごみ回収装置３は、このセンサ６３からの検出信号を受信しても良い。
【００７０】
　他の機能として、ごみ回収装置３はごみ捨てを促す報知機能を備えても良い。例えば、
ごみ回収装置３にセンサ６２が備えられる。センサ６２は、規定量のごみが集塵室４５及
び集塵室４６に溜まっていることを検出する手段の一例である。センサ６２として、発光
器及び受光器を備える光電センサを採用しても良い。センサ６２は、電動送風機５０に流
れる電流の値に基づいて上記検出を行っても良い。
【００７１】
　制御装置５３は、規定量のごみが集塵室４５及び集塵室４６に溜まっていることがセン
サ６２によって検出されると、操作パネル５２に備えられた特定のランプ５９を点灯させ
る。ランプ５９の点灯は、ごみ捨てを促すための報知の一例である。他の方法によってご
み捨てを促すための報知を行っても良い。
【００７２】
　ごみ回収装置３にセンサ６２が備えられている場合は、ごみ捨てを促すための報知をご
み回収装置３以外の機器から行っても良い。例えば、制御装置５３は、他の機器に信号を
送信する送信手段としての機能を備える。制御装置５３は、規定量のごみが集塵室４５及
び集塵室４６に溜まっていることがセンサ６２によって検出されると、ごみ捨てを促す報
知を行わせるための信号を電気掃除機２に送信する。この信号を受信した電気掃除機２で
は、制御装置１４が、操作パネル１３に備えられた特定のランプ１８を点灯させる。ラン
プ１８の点灯は、ごみ捨てを促すための報知の一例である。他の方法によってごみ捨てを
促すための報知を行っても良い。
【００７３】
　制御装置５３は、規定量のごみが集塵室４５及び集塵室４６に溜まっていることがセン
サ６２によって検出されると、電気掃除機２以外の機器に、ごみ捨てを促す報知を行わせ
るための信号を送信しても良い。上記信号の送信先となる機器は予め登録される。例えば
、制御装置５３は、予め登録されたスマートフォン等の携帯端末に上記信号を送信する。
この信号を受けた機器では、表示或いは音声等により、ごみ捨てを促すための報知を行う
。
【００７４】
　ごみ回収装置３にセンサ６２が備えられている場合は、センサ６２が検出した結果に基
づいて電動送風機５０を制御しても良い。制御装置５３は、規定量のごみが集塵室４５及
び集塵室４６に溜まっていることがセンサ６２によって検出されると、電動送風機５０を
停止させる。即ち、集塵室４５及び集塵室４６に規定量のごみが溜まると電動送風機５０
は駆動されない。これにより、集塵室４５及び集塵室４６にごみが溜まり過ぎることを防
止する。
【００７５】
　本実施の形態では、ごみ回収装置３が複数の集塵室を備える例について説明した。ごみ
回収装置３は、集塵室を１つしか備えていなくても良い。ごみ回収装置３がごみを分離す
る方式は、サイクロン方式でも紙パック方式でも良い。他の分離方式を採用しても良い。
【００７６】
　本実施の形態では、ごみ回収装置３が電気掃除機２の充電台としても機能する例につい
て説明した。ごみ回収装置３は、電気掃除機２の充電台としての機能を備えていなくても
良い。但し、ごみ回収装置３が電気掃除機２の充電台として機能すれば、電気掃除機２の
充電を行う度にごみの回収を行うことができる。
【００７７】
実施の形態２．
　実施の形態１では、ごみ回収装置３が電動送風機５０を備える例について説明した。即
ち、実施の形態１に示す例では、ごみ回収装置３が備える電動送風機５０が、ごみを回収
するための気流を発生させる。本実施の形態では、ごみ回収装置３が電動送風機を備えな
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い例について説明する。本実施の形態に示す例では、電気掃除機２が備える電動送風機１
１が、ごみを回収するための気流を発生させる。
【００７８】
　本実施の形態では、実施の形態１で開示した構成と相違する構成について詳しく説明す
る。本実施の形態で開示しない構成は、実施の形態１で開示した何れかの構成と同様であ
る。
【００７９】
　図２１及び図２２は、この発明の実施の形態２における掃除機システム１の例を示す斜
視図である。図２３は、図２１に示す掃除機システム１の平面図である。掃除機システム
１は、例えば電気掃除機２及びごみ回収装置３を備える。図２１は、掃除機システム１を
電気掃除機２の正面側から見た斜視図である。図２２は、掃除機システム１を電気掃除機
２の背面側から見た斜視図である。
【００８０】
　図２１から図２３に示す電気掃除機２は、所謂スティック型の掃除機である。本実施の
形態に示す例では、電気掃除機２に第１集塵室が形成される。電気掃除機２は、吸い込ん
だごみを第１集塵室に溜める。ごみ回収装置３に第２集塵室が形成される。ごみ回収装置
３は、電気掃除機２の第１集塵室に溜まっているごみを第２集塵室に回収する。電気掃除
機２を図２１から図２３に示すようにごみ回収装置３に載せると、電気掃除機２の第１集
塵室に溜まっているごみをごみ回収装置３の第２集塵室に回収することができる。
【００８１】
　図２４は、電気掃除機２を示す側面図である。図２４は、図２３のＦ方向から電気掃除
機２を見た図である。図２５及び図２６は、電気掃除機２の断面を示す図である。図２５
は、図２３のＧ－Ｇ線で電気掃除機２を切断した図である。図２６は、図２３のＨ－Ｈ線
で電気掃除機２を切断した図である。図２７は、電気掃除機２の構成例を示す図である。
電気掃除機２は、例えばヘッド４、接続管５、本体ユニット６及び集塵ユニット７を備え
る。
【００８２】
　ヘッド４に、接続管５の一方の端部が接続される。本体ユニット６に、接続管５の他方
の端部が接続される。集塵ユニット７は、本体ユニット６に設けられる。ヘッド４に、ご
みを吸い込むための吸い込み口８が形成される。本体ユニット６に、ごみが除かれた空気
が吹き出される吹き出し口９が形成される。電気掃除機２に、吸い込み口８から吹き出し
口９に通じる本体風路１０が形成される。
【００８３】
　本体ユニット６は、例えば電動送風機１１、ハンドル１２、操作パネル１３、制御装置
１４及び二次電池１５を備える。
【００８４】
　電動送風機１１は、本体風路１０に気流を発生させる。電動送風機１１が気流を発生さ
せることにより、吸い込み口８から空気が吸い込まれる。吸い込み口８から吸い込まれた
空気は、本体風路１０を通過する。即ち、吸い込み口８から吸い込まれた空気は、ヘッド
４、接続管５、集塵ユニット７及び本体ユニット６に形成された各風路を通過し、吹き出
し口９から吹き出される。電動送風機１１が気流を発生させることにより、空気と共にご
みも吸い込み口８から吸い込まれる。吸い込み口８から吸い込まれたごみは、集塵ユニッ
ト７で気流から分離される。このため、吹き出し口９からはごみが除かれた空気が吹き出
される。
【００８５】
　図２５及び図２６は、本体風路１０に電動送風機１１とフィルタ１６とが配置される例
を示す。フィルタ１６は、電動送風機１１より上流に配置される。また、電動送風機１１
及び二次電池１５は、集塵ユニット７より上方に配置される。
【００８６】
　図２８は、集塵ユニット７の断面を示す図である。図２８は、図２３のＪ－Ｊ線で集塵
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ユニット７を切断した図である。集塵ユニット７は、例えば分離部１９及び集塵部２０を
備える。
【００８７】
　分離部１９は、吸い込み口８から吸い込まれたごみを本体風路１０の気流から分離する
。図２８は、分離部１９がごみを分離する方式としてサイクロン方式を採用する例を示す
。分離部１９がごみを分離する方式はサイクロン方式に限定されない。分離部１９に、例
えば旋回室２１が形成される。旋回室２１は本体風路１０の一部である。吸い込み口８か
ら吸い込まれたごみは、ヘッド４及び接続管５を通過し、旋回室２１に進入する。旋回室
２１では、旋回気流が形成される。これにより、遠心力によってごみを分離する。砂及び
埃等のごみは、旋回室２１の側壁２２に形成された開口２３を介して旋回室２１から排出
される。開口２３から排出されなかったごみは、下向きの開口２４を介して旋回室２１か
ら排出される。
【００８８】
　分離部１９によって気流から分離されたごみは、集塵部２０に溜められる。集塵部２０
に、ごみを溜めるための集塵室２５及び集塵室２６が形成される。本実施の形態に示す例
では、集塵室２５及び集塵室２６が電気掃除機２の第１集塵室である。集塵部２０は、例
えば周壁２７、可動底部２８、周壁２９、底部３０及び離隔装置３１を備える。
【００８９】
　本実施の形態に示す可動底部２８は、その形状が実施の形態１で開示した形状と相違す
る。但し、可動底部２８の機能自体は実施の形態１で開示した機能と同様である。例えば
、可動底部２８は、周壁２７の下向きの開口を塞ぐ閉位置及び周壁２７の下端との間に隙
間が空く開位置に配置可能である。図２８は、可動底部２８が開位置に配置された状態を
示す。
【００９０】
　本実施の形態に示す離隔装置３１の機能は、実施の形態１で開示した機能と同様である
。但し、本実施の形態に示す離隔装置３１では、ごみ回収装置３の作動部５４に相当する
部材が図２８に示すＫ方向から連動部材３２の一端部に接触する。このため、離隔装置３
１の蓋３３に、作動部５４に相当する部材が側方から進入するためのスリット６４が形成
される。
【００９１】
　また、集塵部２０にごみ回収風路３５が形成される。ごみ回収風路３５は、集塵室２５
及び集塵室２６に溜まっているごみをごみ回収装置３の第２集塵室に回収するための風路
である。ごみ回収風路３５は、集塵室２６に通じる。本実施の形態に示す例では、ごみ回
収風路３５は、集塵部２０の側面で開口する。具体的に、ごみ回収風路３５は周壁２９で
開口する。本実施の形態に示す例では、底部３０にごみ回収風路３５に通じる開口は形成
されない。
【００９２】
　ごみ回収装置３にごみを回収する時以外に集塵部２０からごみが落ちることを防止する
ため、集塵ユニット７に閉塞装置３６が備えられる。閉塞装置３６は集塵部２０に設けら
れる。図２９は、集塵ユニット７の分解斜視図である。本実施の形態に示す例では、周壁
２９は、外面に平坦な部分が存在する点で実施の形態１で開示した形状と相違する。例え
ば、周壁２９の断面は四角形状である。閉塞装置３６は、周壁２９に設けられる。
【００９３】
　集塵ユニット７は、図２９に示すようにユニット７ａからユニット７ｄに分解すること
ができる。図３０は、ユニット７ａを更に分解した状態を示す斜視図である。図３１は、
図２５に示すＬ部を拡大した図である。集塵ユニット７の集塵部２０は、例えばユニット
７ａとユニット７ｂの一部とによって形成される。分離部１９は、例えばユニット７ｂの
一部とユニット７ｃの一部とユニット７ｄとによって形成される。
【００９４】
　閉塞装置３６は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられていない時は、図２９及び
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図３１に示すようにごみ回収風路３５を塞ぐ。閉塞装置３６は、電気掃除機２がごみ回収
装置３に載せられると、ごみ回収風路３５が通じる状態にする。閉塞装置３６は、例えば
閉塞体３７、保持体３８、ばね３９及び支持ケース４０を備える。
【００９５】
　閉塞装置３６の機能自体は、実施の形態１で開示した機能と同様である。閉塞体３７、
保持体３８及びばね３９は、支持ケース４０に支持される。閉塞体３７、保持体３８及び
ばね３９は、支持ケース４０を介して集塵部２０に設けられる。閉塞体３７は、ごみ回収
風路３５を塞ぐ。例えば、閉塞体３７は、ごみ回収風路３５に通じる開口を側方から塞ぐ
。閉塞体３７は、ごみ回収風路３５を塞ぐようにばね３９から常に力を受ける。このため
、閉塞体３７にばね３９以外の外力が作用しなければ、閉塞体３７は、ごみ回収風路３５
に通じる開口を側方から覆うように周壁２９に密着する。
【００９６】
　保持体３８は、ごみ回収風路３５を塞ぐ位置に閉塞体３７を保持する。例えば、保持体
３８の先端に、図３０に示すような爪が形成される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載
せられていなければ、保持体３８の先端の爪が閉塞体３７の下端部に掛かる。これにより
、閉塞体３７が開くことを防止する。即ち、保持体３８は、電気掃除機２がごみ回収装置
３に載せられていない時は、図２９及び図３１に示すようにごみ回収風路３５を塞ぐ位置
に閉塞体３７を保持する。保持体３８が閉塞体３７を保持する機能は、電気掃除機２がご
み回収装置３に載せられる時に解除される。保持体３８の上記保持機能が解除されると、
閉塞体３７を開けることが可能な状態になる。
【００９７】
　図３２は、ユニット７ｂを更に分解した状態を示す斜視図である。図３３は、図２６に
示すＭ部を拡大した図である。図３２及び図３３に示すように、集塵ユニット７に戻り風
路６５が形成される。戻り風路６５は、電気掃除機２からごみ回収装置３に送られた空気
を電気掃除機２に戻すための風路である。戻り風路６５は、本体風路１０に通じる。例え
ば、戻り風路６５は、電動送風機１１及びフィルタ１６より上流且つ旋回室２１より下流
で本体風路１０に通じる。
【００９８】
　本実施の形態に示す例では、集塵ユニット７は、戻り風路６５を形成するための風路形
成部６６を備える。戻り風路６５は、風路形成部６６の側面で開口する。戻り風路６５は
、ごみ回収風路３５が周壁２９で開口する方向と同じ方向を向いて開口する。
【００９９】
　ごみ回収装置３にごみを回収する時以外に集塵部２０からごみが落ちることを防止する
ため、集塵ユニット７に閉塞装置６７が備えられる。閉塞装置６７は風路形成部６６に設
けられる。閉塞装置６７は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられていない時は、図
２９及び図３３に示すように戻り風路６５を塞ぐ。閉塞装置６７は、電気掃除機２がごみ
回収装置３に載せられると、戻り風路６５が通じる状態にする。閉塞装置６７は、例えば
閉塞体６８、保持体６９、ばね７０及び支持ケース７１を備える。
【０１００】
　閉塞装置６７の機能自体は、閉塞装置３６の機能と同様である。閉塞体６８、保持体６
９及びばね７０は、支持ケース７１に支持される。閉塞体６８、保持体６９及びばね７０
は、支持ケース７１を介して風路形成部６６に設けられる。閉塞体６８は、戻り風路６５
を塞ぐ。例えば、閉塞体６８は、戻り風路６５に通じる開口を側方から塞ぐ。閉塞体６８
は、戻り風路６５を塞ぐようにばね７０から常に力を受ける。このため、閉塞体６８にば
ね７０以外の外力が作用しなければ、閉塞体６８は、戻り風路６５に通じる開口を側方か
ら覆うように風路形成部６６に密着する。
【０１０１】
　保持体６９は、戻り風路６５を塞ぐ位置に閉塞体６８を保持する。例えば、保持体６９
の先端に、図３２に示すような爪が形成される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せら
れていなければ、保持体６９の先端の爪が閉塞体６８の下端部に掛かる。これにより、閉
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塞体６８が開くことを防止する。即ち、保持体６９は、電気掃除機２がごみ回収装置３に
載せられていない時は、図２９及び図３３に示すように戻り風路６５を塞ぐ位置に閉塞体
６８を保持する。保持体６９が閉塞体６８を保持する機能は、電気掃除機２がごみ回収装
置３に載せられる時に解除される。保持体６９の上記保持機能が解除されると、閉塞体６
８を開けることが可能な状態になる。
【０１０２】
　上述したように、本実施の形態に示す例では、電気掃除機２が備える電動送風機１１が
、ごみを回収するための気流を発生させる。ごみの回収時にごみ回収風路３５と戻り風路
６５とに気流を発生させるため、集塵ユニット７に弁装置７２が備えられる。本実施の形
態に示す例では、弁装置７２は分離部１９に設けられる。弁装置７２は、電気掃除機２が
ごみ回収装置３に載せられていない時は、本体風路１０が通じる状態にする。弁装置７２
は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、本体風路１０を塞ぐ。弁装置７２は
、例えば戻り風路６５が本体風路１０に通じる位置より上流且つ旋回室２１より下流で本
体風路１０を塞ぐ。図３４は、ユニット７ｃを更に分解した状態を示す斜視図である。弁
装置７２は、例えば弁体７３、ばね７４及び連動体７５を備える。
【０１０３】
　弁体７３は、本体風路１０を塞ぐための部材である。本実施の形態に示す例では、弁体
７３は円盤形状である。弁体７３は、本体風路１０を塞ぐ閉位置及び本体風路１０を通す
開位置に配置可能である。図２８に示すように、分離部１９は、ごみが除かれた空気を旋
回室２１から排出するための排出管７６を備える。排出管７６は、旋回室２１の中央に配
置される。ごみが除かれた空気は、旋回室２１から排出孔７７を通って排出管７６の内部
に取り込まれる。排出管７６の内部に取り込まれた空気は上方に移動し、フィルタ１６を
通過する。排出管７６の内部空間は本体風路１０の一部である。
【０１０４】
　弁体７３は、排出管７６の上端から上方に続く風路を閉じる。本実施の形態に示す例で
は、弁体７３の開位置は、閉位置より高い位置である。弁体７３は、下方に押し付けられ
るようにばね７４から常に力を受ける。このため、弁体７３にばね７４以外の外力が作用
しなければ、弁体７３は、下方に押し付けられて閉位置に配置される。
【０１０５】
　連動体７５は、弁体７３を可動底部２８の上下動に連動させるための部材である。本実
施の形態に示す例では、連動体７５は一本のロッドである。連動体７５は、上端部が弁体
７３に下方から接続される。連動体７５は、排出管７６を上下に貫通する。連動体７５は
、下端部が可動底部２８に上方から接続される。これにより、可動底部２８が上方に変位
すると弁体７３は上方に変位する。可動底部２８が下方に変位すると弁体７３は下方に変
位する。即ち、連動体７５は、可動底部２８が周壁２７の下端部に接触していれば弁体７
３を開位置に配置させる。連動体７５は、可動底部２８が周壁２７の下端部から離れると
弁体７３を閉位置に配置させる。図２８は、可動底部２８が下方に変位し、弁体７３が閉
位置に配置された状態を示す。
【０１０６】
　図３５は、ごみ回収装置３を示す斜視図である。図３６は、ごみ回収装置３の上部を拡
大した図である。ごみ回収装置３は、例えば集塵ユニット４１及び支持ユニット４２を備
える。集塵ユニット４１は、例えば集塵部７８、連結部７９、連結部８０、案内板８１、
作動部８２、解除部８３及び８４、並びに開放部８５及び８６を備える。
【０１０７】
　集塵部７８に、ごみを溜めるための集塵室８７（図３５及び図３６では図示せず）が形
成される。本実施の形態に示す例では、集塵室８７がごみ回収装置３の第２集塵室である
。集塵部７８は、例えば箱体８８、蓋８９及び台９０を備える。箱体８８及び蓋８９によ
って囲まれた空間が集塵室８７である。蓋８９は箱体８８に設けられる。蓋８９は箱体８
８に対して開閉可能である。図３７は、蓋８９を開けた状態のごみ回収装置３を示す。図
３７は、集塵室８７でごみを分離する方式として紙パック方式が採用された例を示す。集



(22) JP 2017-189453 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

塵室８７でごみを分離する方式は、紙パック方式に限定されない。
【０１０８】
　台９０は、箱体８８に設けられる。台９０は、箱体８８の上に配置される。台９０に、
電気掃除機２が載せられる。案内板８１及び作動部８２は、台９０に設けられる。案内板
８１は、台９０に載せられた電気掃除機２を定位置に案内するための部材である。案内板
８１は、台９０の手前側の縁以外の縁に沿うように配置される。案内板８１は、台９０の
縁から上方に延びる。作動部８２は、実施の形態１で開示した作動部５４と同様に機能す
る。即ち、作動部８２は、電気掃除機２に備えられた離隔装置３１を動作させるための部
材である。本実施の形態に示す例では、作動部８２は、台９０の上面に設けられた板状の
部材である。作動部８２は、台９０の奥側に配置され、台９０の上面から突出する。
【０１０９】
　連結部７９は、集塵部７８に設けられる。本実施の形態では、連結部７９が上下に延び
る管である例を示す。連結部７９の下端部は、箱体８８の側面に接続される。連結部７９
に、ごみ回収風路９１が形成される。ごみ回収風路９１は、電気掃除機２の集塵室２５及
び集塵室２６に溜まっているごみを集塵室８７に回収するための風路である。ごみ回収風
路９１は、集塵室８７に通じる。
【０１１０】
　連結部７９は、集塵部７８より上方に延びる。連結部７９の上側の端面は、集塵部７８
より上方に配置される。連結部７９の上側の端面は、ごみ回収装置３を上方から見た場合
に台９０の方向を向くように配置される。ごみ回収風路９１は、連結部７９の上側の端面
で開口する。即ち、ごみ回収風路９１は、集塵部７８より高い位置で開口する。また、ご
み回収風路９１は、ごみ回収装置３を上方から見た場合に台９０の方向を向くように開口
する。
【０１１１】
　解除部８３は、電気掃除機２に備えられた保持体３８の保持機能を解除するための部材
である。本実施の形態に示す例では、解除部８３は、連結部７９の上側の端面に設けられ
た板状の部材である。解除部８３は、連結部７９の端面から突出する。解除部８３は、例
えばごみ回収風路９１に通じる開口の下側の縁に沿って配置される。
【０１１２】
　開放部８５は、電気掃除機２に備えられた閉塞体３７を開けるための部材である。本実
施の形態に示す例では、開放部８５は、連結部７９の上側の端面に設けられた板状の部材
である。開放部８５は、連結部７９の端面から突出する。開放部８５は、例えばごみ回収
風路９１に通じる開口の上側の縁に沿って配置される。開放部８５は、解除部８３より高
い位置に配置される。
【０１１３】
　連結部８０は、集塵部７８に設けられる。本実施の形態では、連結部８０が上下に延び
る管である例を示す。連結部８０の下端部は、箱体８８の側面に接続される。例えば、連
結部８０は、箱体８８の側面のうち連結部７９が接続された側面と同じ側面に接続される
。連結部８０は、連結部７９が箱体８８に接続される位置より低い位置で箱体８８に接続
される。連結部８０に、戻り風路９２が形成される。戻り風路９２は、電気掃除機２から
ごみ回収装置３に送られた空気を電気掃除機２に戻すための風路である。戻り風路９２は
、集塵室８７に通じる。
【０１１４】
　連結部８０は、集塵部７８より上方に延びる。連結部８０の上側の端面は、集塵部７８
及び連結部７９の上端より上方に配置される。連結部８０の上側の端面は、ごみ回収装置
３を上方から見た場合に台９０の方向を向くように配置される。即ち、連結部８０の上側
の端面は、連結部７９の上側の端面が向く方向と同じ方向を向く。戻り風路９２は、連結
部８０の上側の端面で開口する。即ち、戻り風路９２は、集塵部７８より高い位置で開口
する。戻り風路９２は、ごみ回収風路９１が開口する位置より高い位置で開口する。また
、戻り風路９２は、ごみ回収風路９１が開口する方向と同じ方向を向いて開口する。
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【０１１５】
　解除部８４は、電気掃除機２に備えられた保持体６９の保持機能を解除するための部材
である。本実施の形態に示す例では、解除部８４は、連結部８０の上側の端面に設けられ
た板状の部材である。解除部８４は、連結部８０の端面から突出する。解除部８４は、例
えば戻り風路９２に通じる開口の下側の縁に沿って配置される。
【０１１６】
　開放部８６は、電気掃除機２に備えられた閉塞体６８を開けるための部材である。本実
施の形態に示す例では、開放部８６は、連結部８０の上側の端面に設けられた板状の部材
である。開放部８６は、連結部８０の端面から突出する。開放部８６は、例えば戻り風路
９２に通じる開口の上側の縁に沿って配置される。開放部８６は、解除部８４より高い位
置に配置される。
【０１１７】
　集塵ユニット４１は、支持ユニット４２に設けられる。集塵ユニット４１は、支持ユニ
ット４２の上に配置される。集塵ユニット４１は、支持ユニット４２に支持される。支持
ユニット４２は、例えばヘッドカバー９３を備える。
【０１１８】
　以下に、図３８から図４３も参照し、電気掃除機２に溜まったごみをごみ回収装置３に
回収する機能について詳しく説明する。図３８から図４０は、掃除機システム１の断面を
示す図である。図３８は、図２３のＪ－Ｊ断面を示す。図３９は、図２３のＧ－Ｇ断面を
示す。図４０は、図２３のＨ－Ｈ断面を示す。図４１は、図３８に示すＮ部を拡大した図
である。図４２は、図３９に示すＰ部を拡大した図である。図４３は、図４０に示すＲ部
を拡大した図である。
【０１１９】
　図３８から図４３は、電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられた状態を示す。本実施
の形態に示す例では、電気掃除機２の集塵部２０がごみ回収装置３の集塵部７８に載せら
れる。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、電気掃除機２のヘッド４がヘッド
カバー９３に覆われる。即ち、ヘッド４は、ごみ回収装置３の支持ユニット４２の下面よ
り上方に配置される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せられると、電気掃除機２はご
み回収装置３の集塵部７８によって支持される。電気掃除機２がごみ回収装置３に載せら
れると、集塵部２０の下面が集塵部７８の上面に対向する。
【０１２０】
　電気掃除機２をごみ回収装置３に載せる時のごみ回収装置３に対する電気掃除機２の向
きは予め決まっている。作動部８２は、離隔装置３１の蓋３３に形成されたスリット６４
の位置に合わせて配置される。集塵部２０が集塵部７８に載せられる時に、作動部８２が
スリット６４を通過する。スリット６４を通過した作動部８２は、連動部材３２の一端部
に側方から接触する。集塵部２０が奥側の案内板８１に更に接近することにより、作動部
８２が連動部材３２の一端部を押し上げる。これにより、連動部材３２の他端部が底部３
０から離れるように変位し、可動底部２８が下方に移動する。集塵部２０が集塵部７８に
載せられて定位置に配置されると、集塵室２５の下部と集塵室２６の下部とが通じた状態
になる。
【０１２１】
　弁装置７２の弁体７３は、可動底部２８に連動する。集塵部２０が集塵部７８に載せら
れると、可動底部２８が下方に変位することにより弁体７３も下方に変位する。これによ
り、弁体７３が閉位置に配置される。集塵部２０が集塵部７８に載せられて定位置に配置
されると、本体風路１０が弁装置７２によって塞がれる。
【０１２２】
　解除部８３は、閉塞装置３６の保持体３８の位置に合わせて配置される。解除部８３は
、集塵部２０が集塵部７８に載せられる時に、保持体３８の上面に接触しながら保持体３
８の上に隣接する空間に挿入される。解除部８３が上記空間に挿入されることにより、保
持体３８が解除部８３に押され、保持体３８が閉塞体３７から離れるように変位する。具
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体的には、保持体３８の先端の爪が閉塞体３７の下端部から外れるように保持体３８が湾
曲する。また、保持体３８の端部を軸９７によって回転可能に支持し、ばね９６によって
保持体３８を上記空間側に押し付けても良い（図３０及び図３１参照）。かかる構成でも
、解除部５５が上記空間に挿入されることによって保持体３８が解除部５５に押され、保
持体３８が閉塞体３７から離れるように変位する。これにより、保持体３８の保持機能が
解除される。集塵部２０が集塵部７８に載せられて定位置に配置されると、閉塞体３７を
開けることが可能な状態になる。
【０１２３】
　開放部８５は、閉塞装置３６の閉塞体３７の位置に合わせて配置される。開放部８５は
、集塵部２０が集塵部７８に載せられる時に、先端が閉塞体３７の上端部に接触する。集
塵部２０が奥側の案内板８１に更に接近することにより、開放部８５が閉塞体３７の上端
部を押し込む。これにより、閉塞体３７の下端部が集塵部２０から離れるように閉塞体３
７が変位し、閉塞体３７が開く。集塵部２０が集塵部７８に載せられて定位置に配置され
ると、閉塞体３７は開いた状態に保持される。
【０１２４】
　また、解除部８４は、閉塞装置６７の保持体６９の位置に合わせて配置される。解除部
８４は、集塵部２０が集塵部７８に載せられる時に、保持体６９の上面に接触しながら保
持体６９の上に隣接する空間に挿入される。解除部８４が上記空間に挿入されることによ
り、保持体６９が解除部８４に押され、保持体６９が閉塞体６８から離れるように変位す
る。具体的には、保持体６９の先端の爪が閉塞体６８の下端部から外れるように保持体６
９が湾曲する。また、保持体６９の端部を軸９９によって回転可能に支持し、ばね９８に
よって保持体６９を上記空間側に押し付けても良い（図３２及び図３３参照）。かかる構
成でも、解除部８４が上記空間に挿入されることによって保持体６９が解除部８４に押さ
れ、保持体６９が閉塞体６８から離れるように変位する。これにより、保持体６９の保持
機能が解除される。集塵部２０が集塵部７８に載せられて定位置に配置されると、閉塞体
６８を開けることが可能な状態になる。
【０１２５】
　開放部８６は、閉塞装置６７の閉塞体６８の位置に合わせて配置される。開放部８６は
、集塵部２０が集塵部７８に載せられる時に、先端が閉塞体６８の上端部に接触する。集
塵部２０が奥側の案内板８１に更に接近することにより、開放部８６が閉塞体６８の上端
部を押し込む。これにより、閉塞体６８の下端部が風路形成部６６から離れるように閉塞
体６８が変位し、閉塞体６８が開く。集塵部２０が集塵部７８に載せられて定位置に配置
されると、閉塞体６８は開いた状態に保持される。
【０１２６】
　連結部７９の端面に形成されたごみ回収風路９１に通じる開口は、集塵部２０の側面に
形成されたごみ回収風路３５に通じる開口の位置に合わせて配置される。即ち、集塵部２
０が集塵部７８に載せられると、ごみ回収風路９１に通じる上記開口は、ごみ回収風路３
５に通じる開口に対向する。このため、集塵部２０が集塵部７８に載せられると、集塵室
２６と集塵室８７とがごみ回収風路３５及びごみ回収風路９１を介して通じる。
【０１２７】
　連結部８０の端面に形成された戻り風路９２に通じる開口は、風路形成部６６の側面に
形成された戻り風路６５に通じる開口の位置に合わせて配置される。即ち、集塵部２０が
集塵部７８に載せられると、戻り風路９２に通じる上記開口は、戻り風路６５に通じる開
口に対向する。このため、集塵部２０が集塵部７８に載せられると、集塵室８７と本体風
路１０とが戻り風路９２及び戻り風路６５を介して通じる。即ち、集塵部２０が集塵部７
８に載せられると、集塵室８７と吹き出し口９とが戻り風路９２、戻り風路６５及び本体
風路１０の一部を介して通じる。
【０１２８】
　集塵部２０が集塵部７８に載せられた状態で電動送風機１１が駆動されると、電気掃除
機２からごみ回収装置３に向かう気流とごみ回収装置３から電気掃除機２に戻る気流とが
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発生する。電動送風機１１の駆動は、例えば、操作パネル１３の入力釦１７が押されるこ
とによって開始される。電動送風機１１が気流を発生させることにより、電気掃除機２の
吸い込み口８から空気が吸い込まれる。吸い込み口８から吸い込まれた空気は、本体風路
１０の一部を通過し、集塵室２５及び集塵室２６に進入する。即ち、吸い込み口８から吸
い込まれた空気は、ヘッド４及び接続管５を通過した後、旋回室２１から集塵室２５及び
集塵室２６に進入する。なお、本体風路１０は弁装置７２によって途中で遮断されている
。このため、旋回室２１の空気は排出管７６の内部に取り込まれない。
【０１２９】
　集塵室２５に進入した空気は、周壁２７と可動底部２８との間を通って集塵室２６に進
入する。旋回室２１から或いは集塵室２５から集塵室２６に進入した空気は、ごみ回収風
路３５を通過してごみ回収装置３に取り込まれる。即ち、ごみ回収風路３５を通過した空
気は、ごみ回収風路９１を介して集塵室８７に進入する。
【０１３０】
　集塵室８７の空気は、戻り風路９２を介して電気掃除機２に戻される。即ち、集塵室８
７の空気は、戻り風路９２に進入する。戻り風路９２を通過した空気は、戻り風路６５を
介して、弁装置７２より下流の本体風路１０に進入する。戻り風路６５から本体風路１０
に進入した空気は、フィルタ１６及び電動送風機１１を通過し、吹き出し口９から吹き出
される。
【０１３１】
　電動送風機１１が気流を発生させることにより、集塵室２５及び集塵室２６に溜められ
ていたごみがごみ回収風路３５を通過してごみ回収装置３に回収される。ごみ回収装置３
に回収されたごみは、ごみ回収風路９１から集塵室８７に進入する。ごみ回収装置３に回
収されたごみは、集塵室８７で気流から分離される。このため、電気掃除機２にはごみが
除かれた空気が戻る。
【０１３２】
　制御装置１４は、電動送風機１１の駆動を開始してから一定時間が経過すると、電動送
風機１１を停止させる。
【０１３３】
　本実施の形態に示す掃除機システム１であれば、電気掃除機２の集塵室２５及び集塵室
２６に溜まっていたごみをごみ回収装置３の集塵室８７に回収することができる。電気掃
除機２に溜まったごみを回収できるため、ごみ捨ての回数を減らすことができる。電気掃
除機２の集塵部２０を小型にしてもごみ捨ての回数が増えることはない。集塵部２０の小
型化が可能であり、操作性に優れた電気掃除機２を提供できる。
【０１３４】
　ごみ回収装置３は、電気掃除機２のように掃除の度に持ち運ぶ必要はない。このため、
集塵室８７を大きくしても操作性は悪化しない。例えば、集塵室８７を集塵室２５及び集
塵室２６より大きくすれば、ごみ捨ての回数を更に減らすことができる。
【０１３５】
　本実施の形態では、電気掃除機２がスティック型である例を示した。スティック型の電
気掃除機は、自立しないものが多い。本実施の形態で示す例では、電気掃除機２が自立し
ない場合でも、集塵部２０を集塵部７８に載せることによって電気掃除機２をごみ回収装
置３に容易に設置することができる。また、電気掃除機２を立てた状態でごみ回収装置３
に設置することができるため、設置に必要な面積を小さくできる。本実施の形態に示す例
のように接続管５が鉛直方向に配置されるように電気掃除機２をごみ回収装置３に載せる
ことができれば、設置に必要な面積を最小限に抑えることができる。
【０１３６】
　本実施の形態に示す例では、電気掃除機２の集塵部２０がごみ回収装置３の集塵部７８
の上に配置されるため、ごみの回収時にごみが上から下に落ちるように移動する。このた
め、砂等のごみも確実に回収できる。
【０１３７】
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　本実施の形態では、利用者が操作パネル１３の入力釦１７を押すことによってごみの回
収を行う例について説明した。ごみの回収を自動で開始させるために、電気掃除機２にセ
ンサ６０を備えても良い。センサ６０は、電気掃除機２が集塵部７８に載せられたことを
検出する。制御装置１４は、電気掃除機２が集塵部７８に載せられたことがセンサ６０に
よって検出されると、電動送風機１１を駆動して気流を発生させる。
【０１３８】
　本実施の形態では、電動送風機１１の駆動が開始されてから一定時間が経過すると電動
送風機１１が自動的に停止される例について説明した。ごみの回収の状況に応じて電動送
風機１１を停止させるために、電気掃除機２にセンサ６３を備えても良い。センサ６３は
、電気掃除機２の集塵室２５及び集塵室２６に溜まっていたごみがごみ回収装置３の集塵
室８７に回収されたことを検出する。制御装置１４は、電動送風機１１を駆動した後、集
塵室２５及び集塵室２６に溜まっていたごみが集塵室８７に回収されたことがセンサ６３
によって検出されると電動送風機１１を停止させる。
【０１３９】
　本実施の形態に示すごみ回収装置３を電気掃除機２の充電台として機能させても良い。
かかる場合、ごみ回収装置３に、電源部５１、操作パネル５２及び制御装置５３が備えら
れる。ごみ回収装置３が制御装置５３を備える場合は、ごみ回収装置３にセンサ６２を備
えても良い。センサ６２は、規定量のごみが集塵室８７に溜まっていることを検出する。
これにより、ごみ捨てを促す報知機能を付加しても良い。ごみ捨てを促す報知機能として
、実施の形態１で開示した何れの機能を採用しても良い。また、ごみ回収装置３がセンサ
６２を備える場合は、センサ６２が検出した結果に基づいて電動送風機１１を制御しても
良い。
【０１４０】
　図４４は、制御装置１４のハードウェア構成を示す図である。制御装置１４は、ハード
ウェア資源として、例えばプロセッサ９４とメモリ９５とを含む処理回路を備える。制御
装置１４は、メモリ９５に記憶されたプログラムをプロセッサ９４によって実行すること
により、上述した各機能を実現する。制御装置１４が有する各機能の一部又は全部をハー
ドウェアによって実現しても良い。
【０１４１】
　制御装置５３のハードウェア構成は図４４に示す構成と同様である。制御装置５３は、
ハードウェア資源として、例えばプロセッサとメモリとを含む処理回路を備える。制御装
置５３は、メモリに記憶されたプログラムをプロセッサによって実行することにより、上
述した各機能を実現する。制御装置５３が有する各機能の一部又は全部をハードウェアに
よって実現しても良い。
【符号の説明】
【０１４２】
　１　掃除機システム、　２　電気掃除機、　３　ごみ回収装置
　４　ヘッド、　５　接続管、　６　本体ユニット、　７　集塵ユニット、　８　吸い込
み口、　９　吹き出し口、　１０　本体風路、　１１　電動送風機、　１２　ハンドル、
　１３　操作パネル、　１４　制御装置、　１５　二次電池、　１６　フィルタ、　１７
　入力釦、　１８　ランプ、　１９　分離部、　２０　集塵部、　２１　旋回室、　２２
　側壁、　２３　開口、　２４　開口、　２５　集塵室、　２６　集塵室、　２７　周壁
、　２８　可動底部、　２９　周壁、　３０　底部、　３１　離隔装置、　３２　連動部
材、　３３　蓋、　３４　貫通孔、　３５　ごみ回収風路、　３６　閉塞装置、　３７　
閉塞体、　３８　保持体、　３９　ばね、　４０　支持ケース、　９６　ばね、　９７　
軸
　４１　集塵ユニット、　４２　支持ユニット、　４３　集塵部、　４４　集塵部、　４
５　集塵室、　４６　集塵室、　４７　ごみ回収風路、　４８　吹き出し口、　４９　排
気風路、　５０　電動送風機、　５１　電源部、　５２　操作パネル、　５３　制御装置
、　５４　作動部、　５５　解除部、　５６　開放部、　５７　フィルタ、　５８　入力
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釦、　５９　ランプ、　６０　センサ、　６１　センサ、　６２　センサ
　６３　センサ、　６４　スリット、　６５　戻り風路、　６６　風路形成部、　６７　
閉塞装置、　６８　閉塞体、　６９　保持体、　７０　ばね、　７１　支持ケース、　７
２　弁装置、　７３　弁体、　７４　ばね、　７５　連動体、　７６　排出管、　７７　
排出孔、　９８　ばね、　９９　軸
　７８　集塵部、　７９　連結部、　８０　連結部、　８１　案内板、　８２　作動部、
　８３　解除部、　８４　解除部、　８５　開放部、　８６　開放部、　８７　集塵室、
　８８　箱体、　８９　蓋、　９０　台、　９１　ごみ回収風路、　９２　戻り風路、　
９３　ヘッドカバー
　９４　プロセッサ、　９５　メモリ

【図１】 【図２】
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